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副
作
用
ゼ
ロ
の
治
療
は
な
い

イラスト　中村　久美

　
リ
ス
ク
と
安
全
の
バ
ラ
ン
ス
は

が
ん
医
療
で
も
同
じ
。
副
作
用
の

な
い
治
療
な
ど
存
在
し
ま
せ
ん
。

　
前
回
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
を
「
神

へ
の
挑
戦
」と
書
き
ま
し
た
。「
ゼ

ロ
リ
ス
ク
」
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
え

ま
せ
ん
が
、
世
界
有
数
の
巨
大
原

発
を
稼
働
さ
せ
な
い
こ
と
の
マ
イ

ナ
ス
も
存
在
し
ま
す
。

　
化
石
燃
料
の
輸
入
コ
ス
ト
は
２

０
２
３
年
だ
け
で

兆
円
に
達

し
、
自
動
車
や
機
械
の
輸
出
に
よ

る
貿
易
黒
字
の
大
半
を
打
ち
消
し

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
先
進
国
で
最
低
水
準
の

％
程

度
。
東
電
福
島
第
１
原
発
事
故
の

前
は

％
を
超
え
て
い
ま
し
た

が
、
事
故
後
は
６
％
台
ま
で
下
が

り
ま
し
た
。
石
油
の
大
半
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
た
戦
前
の
日
本
が
全

面
禁
輸
に
直
面
し
、
戦
争
に
突
き

進
ん
だ
過
去
を
思
い
ま
す
。

　

年

月
に
は
東
北
電
力
女
川

原
発
が
、
今
月
は
中
国
電
力
島
根

原
発
が
営
業
運
転
を
再
開
し
て
い

ま
す
。
今
後
さ
ら
に
自
給
率
の
ア

ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
冬
場
の
暖
房
と
夏
場
の
冷
房
は

健
康
を
支
え
ま
す
。
安
価
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
は
医
学
的
に

も
大
切
な
の
で
す
。

　
福
島
の
事
故
を
踏
ま
え
て
策
定

さ
れ
た
原
発
の
新
規
制
基
準
に
よ

り
事
故
の
リ
ス
ク
は
大
き
く
減
っ

た
と
は
い
え
、
神
で
は
な
い
人
間

に
と
っ
て
「
絶
対
安
全
」
は
あ
り

え
ま
せ
ん
。
前
回
も
触
れ
ま
し
た

が
、
万
が
一
事
故
が
起
こ
っ
た
と

き
は
、
福
島
の
教
訓
も
活
か
し
な

が
ら
「
屋
内
避
難
」
な
ど
で
全
体

と
し
て
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
原
発
に
は
事
故
リ
ス
ク
の
ほ
か

に
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「
核
の
ゴ
ミ
」
で
、
原
発
は
「
ト

イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
も

や
ゆ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
は

「
再
処
理
」
に
よ
っ
て
約

％
は

再
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
有
効

活
用
で
き
ま
す
が
、
約
５
％
は
再

利
用
で
き
ず
、
放
射
能
レ
ベ
ル
の

高
い
廃
液
が
残
り
ま
す
。
こ
の
廃

液
を
ガ
ラ
ス
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
作

ら
れ
る
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
」
が
核

の
ゴ
ミ
で
す
。
直
径

㌢
㍍
、
高

さ
１
・
３
㍍
ほ
ど
の
筒
型
で
、
青

森
県
と
茨
城
県
に
合
計
２
５
３
０

体
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ガ
ラ
ス
固
化
体
は

〜

年
間

地
上
で
保
管
さ
れ
た
後
、
地
下
３

０
０
㍍
以
上
の
深
く
安
定
し
た
岩

盤
に
閉
じ
込
め
て
保
管
さ
れ
ま

す
。
こ
の
「
地
層
処
分
」
が
最
終

的
な
処
分
の
国
際
的
な
共
通
認
識

で
す
。

　
地
下
深
い
こ
と
か
ら
人
間
の
活

動
や
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
に

く
い
、
酸
素
が
少
な
く
化
学
変
化

が
起
こ
り
に
く
い
、
地
下
水
の
動

き
が
ほ
と
ん
ど
な
く
放
射
性
物
質

が
広
が
り
に
く
い
、
な
ど
の
利
点

が
地
層
処
分
に
は
あ
り
ま
す
。

　
処
分
地
の
選
定
は
３
段
階
の
調

査
で
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
第
一
ス

テ
ッ
プ
の
文
献
調
査
に
は
北
海
道

の
寿
都
町
と
神
恵
内
村
、
佐
賀
県

玄
海
町
が
手
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
原
発
の
「
ト
イ
レ
問
題
」
に
も

解
決
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し

た
。

（
東
京
大
学
特
任
教
授
）


